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研究成果の概要（和文）：糖尿病女性のリプロダクティブヘルスに関わる双方向性のある支援ネットワークシス
テム構築を目的に、基盤となる糖尿病と女性のライフサポート研究会を設立、情報・人的ネットワーク構築、支
援方法開発を柱とした。ホームページ「糖尿病と女性のライフサポートネットワーク」を公開、情報提供等を行
い総アクセス数は54,206PVである。研究協力者が企画・実施する糖尿病女性・家族と看護職者のセミナーを各地
で6回実施し、支援のキーステーションとなる人材開発に繋がった。１型糖尿病出産経験者の座談会を行いピア
サポーターとなる人材育成に繋がった。看護職者のGDM妊婦ケア実践力向上のセミナープログラムを開発し効果
を検証した。

研究成果の概要（英文）：To build a bidirectional support network system for the reproductive health 
of diabetic women, we established the Diabetes and Women's Life Support Research Group. This served 
as a base to focus on creating an information and social network, and on developing support methods.
 The Diabetes and Women's Life Support Network website was launched to provide information, and has 
attracted 54,206 page views to date. The group has hosted six seminars for diabetic women, their 
families and nursing personnel, implemented by research collaborators at various locations in Japan.
 The seminars led to the development of individuals who would play key roles in support activities 
in their regions. We have also held open discussions with women with Type 1 diabetes who have 
experienced childbirth, leading to the cultivation of peer supporters. We developed a seminar 
program to help nursing personnel improve practical skills in providing care to pregnant women with 
GDM, and verified its effectiveness. 

研究分野：看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
糖尿病を持つ女性は、性ホルモンや妊娠に
関わるホルモンがインスリン抵抗性を持つ
ため、月経周期に応じた血糖コントロールや、
母児の健康を保つための計画妊娠、妊娠中の
厳密な血糖コントロールなど、思春期、性成
熟期、妊娠・出産期という性差が明確である
時期には女性特有の様々視点からの医療が
求められる。しかし、近年は、糖尿病と妊娠
に関わる医療・研究は飛躍的に進歩し、良好
な周産期予後が保たれるようになってきた。 
このように糖尿病女性の医療は進歩して
いるが、研究者が 2004 年に 1 型糖尿病女性
329名に行った調査では、179名の未婚者は、
妊娠・出産を結婚より困難であると受けとめ
ていた。また、糖尿病女性は主治医に、男性
医師性や今まで医療者から話題にされた事
がない等の理由で、妊娠のことを話しにくい
と.43.8％の者が回答し、１型糖尿病女性の
妊娠は身体的な問題ばかりでなく心理・社会
的な問題も併せ持つことを示唆した。また、
研究者らは 2009 年に１型糖尿病の娘を持つ
母親 446 名に調査し、母親も同様に妊娠・出
産は結婚よりも高いハードルと感じており、
重要なキーパーソンとなる家族の心理的問
題も明らかにした。さらに、2004 年に看護
師・助産師 483 名に調査し、60.2％の看護職
者が、性・妊娠に関する知識不足、患者から
の直接の訴えがない、糖尿病に関する知識不
足等が理由で、性と妊娠に関わる支援を行え
ていないと回答した。 
研究者は、看護職者の糖尿病女性のリプロ
ダクティブヘルスに関わる支援に向けて、
2007 度より科研費の補助を受け、看護職者が
糖尿病女性のリプロダクティブヘルスに関
わる支援のニーズを把握でき、１型糖尿病女
性・家族と看護職者が相互理解を深め、双方
向性のある支援の在り方を考えるセミナー
を開発し各地で開催し、糖尿病女性への支援
の足掛かりに繋がった。 
２．研究の目的 
本研究は今までの研究を更に深め、糖尿病
女性のリプロダクティブヘルスに関わる双
方向性のある支援ネットワークシステムの
構築を目的とし、各地で支援のキーステーシ
ョンとなる看護者、ピアサポーターとなる出
産経験のある糖尿病女性を育成し、リプロダ
クティブヘルスに関わる支援を糖尿病女性
が何処ででも受けれる基盤形成を目指す。 
３．研究の方法 
(1)キーステーションとなる看護職者・出産
経験のある糖尿病女性ピアサポーターに
求められる知識・態度の抽出  
①文献検討、共同研究者・研究協力者と意見
交換しフォーカスグループインタビュー
のガイドラインを作成 
②フォーカスグループインタビューの実施 
・対象： 
糖尿病女性・家族と看護職者のセミナーで
ファシリテーターを務めた看護者約20名。 

体験談を話した出産経験のある１型糖尿 
病女性 1０名程度 
・方法：４～６人でグループを構成し 90 分
のフォーカスインタビューを実施。討議内
容は承諾を得て IC レコーダーに録音。久
留米大学倫理委員会の承認を得た。 
・調査内容： 
＊看護者：ファシリテーターの経験による
意識とケアの変化の有無とその実際、支
援のキーステーションとなる看護職者
に求められるもの、看護者の育成に向け
て必要とされるもの 
＊糖尿病女性：体験談を語った経験による
意識と他の患者への関わりの変化の有
無とその実際、ピアとなる糖尿病女性に
求められるもの、育成に向けて必要とさ
れるもの 

・分析：逐語録より、同一アイテムを整理し
サブカテゴリーからカテゴリ－へと類型
化し、カテゴリーの構造化を図る 
③調査結果よりキーステーションとなる看
護職者・出産経験のある糖尿病女性ピアサ
ポーターに求められる知識・態度を抽出。 
(2)糖尿病女性と看護者のセミナー内容検討 
①糖尿病女性と看護職者のためのセミナー
に参加した看護職者へのアンケート調査 
・対象：セミナーに参加後、連絡の許可を表
明している看護職者約３０名 
・方法：無記名自記式のアンケートを対象者
へ送付し、郵送法にて回収する。久留米大
学倫理委員会の審査を得た。 
・調査内容：セミナー参加で変化した糖尿病
女性への支援への意識の有無・内容・支援
の実際、役立ったセミナーの内容、要望 
②調査結果を基に、セミナーの内容を再検討 
し、セミナーを実施する。 
③セミナーの評価（参加者の質問紙調査、フ
ァシリテーター等のスタッフとの意見交
換）を基に、セミナー内容を最終決定する。 
(3)キーステーションとなる看護職者の育成
プログラムの開発  
①分担研究者・研究協力者と研究結果を踏ま
え意見交換を行い、試案の作成を行う。 
②①を基に育成プログラムを検討 
③育成プログラムの実施 
糖尿病女性と看護職者のセミナーを実施
しファシリテーターの役割を果たす。 
④プログラムの評価 
対象者へのアンケート調査、共同研究者・
研究協力者と意見交換し、プログラムの評
価を行う。 
⑤最終的な育成プログラムの完成 
(4)出産経験のある糖尿病女性ピアサポータ
ー養成に必要な方法の探究  
①分担研究者・研究協力者と患者会組織と研
究結果を踏まえ、意見交換を行う。 
②①を基に養成に必要とされる方法を整理 
③養成プログラムの実施 
糖尿病女性と看護職者のセミナーを実施
し、体験談・グループディスカッションで



の役割を果たす。 
④プログラムの評価 
対象者へのアンケート調査、共同研究者・
研究協力者、患者会と意見交換し、プログ
ラムの評価行う。 
⑤最終的な養成プログラムの完成 
(5)支援ネットワークに必要な資源・ネット
ワークの検討・開発 
①分担研究者、研究協力者、患者会、糖尿病
に関わる専門家との意見交換を行い、ネッ
トワークの概要を検討する。必要な資源・
ネットワークの開発をすすめる。 
②キーステーションとなる看護職者、出産経
験のある糖尿病女性ピアサポーターを各
地で登録し、ネットワークを立ち上げ、糖
尿病女性のリプロダクティブヘルスに関
わる支援を実践できるための準備を行う。 
(6)糖尿病女性のリプロダクティブヘルス 
に関わる支援ネットワークシステム構築  
最終調整を図り、学会等を通じて社会に 
向け支援ネットワークシステムを発信し、
活動を始動する。平成 27 年 4～12 月まで
活動し、システムの不備や調整の必要性等
を研究者同士で意見交換し調整し、完成。 
４．研究成果 
(1)キーステーションとなる看護職者・出産
経験のある糖尿病女性ピアサポーターに
求められる知識・態度の抽出  
①キーステーションとなる看護職者に求め
られる知識・態度の抽出  
・対象糖尿病女性・家族と看護職者のセミナ
ーでファシリテーターを務めた糖尿病看
護認定看護師 6名、助産師 1名。 
・方法：2 グループに分け、平成 24 年 2～3
月に 90 分のフォーカスグループインタビ
ューを実施。 
・結果：ファシリテーターを経験し、「日々
の看護への刺激になった」「治療だけでな
く人としての使命感」「家族看護の重要性
の実感」「ピアの力の実感」「内科と産科
の連携」「糖尿病と妊娠への看護のきっか
け」となっていたが、実際のケアにおいて
は、「アンテナを張っている」「情報提供・
交流の場を設定」等が挙げられたが、「組
織上の問題」「単独で病棟外で活動するこ
との困難」「助産師の関心が低い」「認定
看護師としての活動調整の困難さ」が困難
な要因となっていた。「院内のネットワー
ク作り」から始めることの必要性が挙げら
れた。支援のキーステーションとなる看護
職者に求められるものとして、「患者の生
の声を聞く」「妊娠の学習」「患者に積極
的に関わろうという姿勢の形成」が必要で
あり、看護者の育成に向けては、「きっか
けづくり」「仲間づくり」「ネットワーク
作り」「セミナーの企画・実施による実践」
が挙げられた。 
②出産経験のある糖尿病女性ピアサポータ
ーに求められる知識・態度の抽出  
・対象：セミナーでの経験談を語りグループ

ディスカッションに参加した1型糖尿病女
性 9名（1名出産経験なし、1名は重複） 
・方法：2 グループに分け、平成 24 年 2～3
月に 90 分のフォーカスグループインタビ
ューを実施。 
・結果：体験談を語った経験の受けとめは、
「あの時頑張っていた自分を振り返るチ
ャンス」「自分の生き方を探し出せるよう
な良い機会」など【自分を振り返る良い機
会】となっており、それが【自己を奮起さ
せるきっかけ】となっていた。ピアサポー
ターの役割がとれるために必要なことは、
「頑張った自分をちゃんと褒めてあげれ
る人」「乗り越えた体験を自分の中でしっ
かり評価できる人」などの【自己の体験を
評価できる】、【相手の状況を察知できる】
ことであり、それが、【相手が求めてるも 
のに合わせて自分の切り口を変えていけ  
る柔軟さ】に繋がっていた。「ポジティブ 
な人」「オープンな人」という【キャラク
ター】も挙げられた。 
ピアエデュケーターの役割ができるに
は、自分の体験を客観的に評価でき、物事
をポジティブに考え、相手の状況を察知で
きる等の「資質」が必要であった。対象者
は、ピアの役割をとることで自分を振り返
る良い機会となり、自己を奮起させるきっ
かけともなっていた。そして、人前で話す
経験を重ねることで、参加者の状況を見極
め話せる柔軟性が培われ、ピアの育成に繋
がる事が示唆された。 
(2)糖尿病女性と看護者のセミナー内容検討 
・対象：セミナーに参加した看護職者 31 名
に配布し、21 部回収した（回収率 67.7％） 
・結果：助産師 9名、看護師 12 名であった。
セミナーに参加して糖尿病女性の性と妊
娠への支援の意識が変化した者は 9名、少
し変化した 10 名、あまり変化しない 2 名
であった。「支援したい思いが強くなった」
「若い妊娠可能な糖尿病女性に積極的に
妊娠と糖尿病について指導するようにな
った」の記載が多く、動機づけや行動変容
に繋がっていた。セミナーが糖尿病女性に
関わるケアに役立ったと答えた者は15名、
少し役立った 6名であった。その理由の重
複回答では、患者の思いを知れた 17 名、
性・妊娠に関わる実態を知れた 15 名、性・
妊娠に関わる情報・知識を習得できた 12
名、性・妊娠への支援のあり方を考えれた
12 名、性・妊娠の支援への意欲につながっ
た 10 名、他の看護職者と話して支援への
ヒントにつながった 6名であり、糖尿病女
性の生の声を聞くことの重要性が示唆さ
れた。セミナーの要望は、「仲間作りのた
め、地方でのセミナー開催希望」「分かり
合える友人を作る機会となった」「患者同
士でいろいろ話せるのもよかった」「もっ
と広く広告する」「定期的な開催」などの
糖尿病女性に関わる要望と、「患者・家族
の抱える問題を抽出し、講義などで医療者



に伝えていく必要」「実症例からのかかわ
り」「問題点に関する対策」「連携の方略」
「妊娠糖尿病のセミナー」などの看護職者
に関わる要望が挙げられた。 
(3)キーステーションとなる看護職者の育成
プログラム・出産経験のある糖尿病女性ピ
アサポーター養成プログラムの開発 
①看護職者の育成プログラム 
分担研究者・研究協力者と研究結果を踏ま
え意見交換し、以下の試案を作成した 
・事前のセミナーでファシリテーター経験を
し、糖尿病と妊娠に関わる学習、糖尿病女
性・家族の思いを聞く 
・セミナー実施に際して企画・運営ガイドラ
インを説明し、研究者と共に実施する 
・共にセミナーを実施する看護職者のメンバ
ーを整え、共に準備・実施にあたる。 
・糖尿病女性・家族と看護者のセミナーの企
画・実施者の役割を担う 
②ピアサポーター養成プログラム 
分担研究者・研究協力者と研究結果を踏ま
え意見交換し、以下の試案を作成した 
・事前に出産経験のある 1型糖尿病女性を集
めた座談会を行い、ピアサポーターの役割
が担える人材を抽出する 
・糖尿病女性・家族と看護者のセミナーで体
験談・グループディスカッションでの役割
を果たす。 
③プログラムの実施 
以下の座談会を実施した 
・平成 24年 11 月：仙台 
 1 型糖尿病女性 5名、子ども 5名 
・平成 25年 10 月：長崎 
 1 型糖尿病女性 4名、子ども 4名 
以下のセミナーを実施した 
・平成 24年 12 月：仙台 
参加者：1 型糖尿病女性 13 名、母親 3 名、
姉妹 1 名、看護師 6 名、助産師 4名 
・平成 25年 12 月：青森 
参加者：1 型糖尿病女性 5 名、母親 1 名、
看護師 4名、助産師 1名 
・平成 26年 2月：長崎 
参加者：1 型糖尿病女性 6 名、夫 1 名、看
護師 5名、医師 2名 
・平成 26年 12 月：久留米 
参加者：1 型糖尿病女性５名、母親 1 名、
看護師 6 名、助産師 11 名 
・平成 27年 11 月：埼玉 
参加者：1型糖尿病女性 12 名、夫・パート
ナー5 名、看護師 12 名、助産師 7 名、栄
養士 2名 
・平成 29年 3月：東京 
参加者：1 型糖尿病女性 10 名、パートナ
ー 4 名、母親 3 名、看護師 8 名、助産師 
7 名、その他 3 名 
④プログラムの評価 
看護職者の育成プログラムは、セミナーの
企画・実施者になることで、糖尿病女性の性
と妊娠に関わる支援者としての動機づけに
繋がり、その後の取り組みにも繋がっていた。

セミナーの企画・運営に関わる課題として、
ファシリテーターとの事前打ち合わせの時
間確保や広報活動、運営費確保が挙げられた。
セミナー主催前のファシリテーターの経験
が、日程の調整がつかずできない者もいたが、
事前の研究者との打ち合わせや当日のセミ
ナーでの経験だけでも可能であった。 
ピアサポーター養成プログラムは、体験談
を語った経験が自身の療養生活やピアサポ
ートへの意欲向上に繋がっていた。 
⑤最終的な育成プログラムの完成 
セミナーを通じたプログラムの取り組み
で看護職者と患者双方のネットワークが形
成されており、全国各地で支援ネットワーク
の拠点づくりが行えた。 
(4)支援ネットワークに必要な資源・ネット
ワークの検討・開発 
①ネットワークの概要の検討 
分担研究者、研究協力者、患者会、糖尿病
に関わる専門家との意見交換を行い、研究会
として組織を立ち上げ、運営費確保、ホーム
ページを開設し社会へ情報提供を行うこと
を研究協力者と討議した。平成 26 年 3 月に
糖尿病関連の情報提供や糖尿病妊娠学会等
の糖尿病関連学会の事務局やホームべ一ジ
をサボ一トしている創新社の事業開発者と
討議を行い、 ホームぺ一ジの果たす役割や
情報提供のあり方等の示唆を得た。 
②ネットワークの基盤となる研究会設立 
研究協力者と討議を行い、「ライフサイク
ルを通じて、糖尿病と共にある女性と家族の
健康や生活がより快適なものとなるための
支援の実践・開発と、糖尿病と共にある女性
と家族などの支援者、それに関わる医療従事
者、研究・教育関係者の双方向性のある支援
ネットワークシステムの構築」を目的とする
糖尿病と女性のライフサポート研究会を平
成 26 年 10 月 1日付けで設立した。目的達成
に向けて、研究会がその活動の基盤となり、
情報ネットワークと人的ネットワークを構
築し、支援方法に対する開発にも取り組む。
(5)糖尿病女性のリプロダクティブヘルス 
に関わる支援ネットワークシステム構築  
①情報ネットワークの構築 
糖尿病関連の情報提供や糖尿病妊娠学会
等の糖尿病関連学会の事務局やホームペ一
ジをサポ一トしている創新社に業務委託を
行いホームページ「糖尿病と女性のライフサ
ポートネットワーク」を平成 26 年 12 月 2日
に公開し、月 1回程度の糖尿病と妊娠に関わ
る情報提供や活動のアナウンス等を行った。
活動周知のためにフェイスブックの開設、活
動の実際を第 31 回日本糖尿病妊娠学会で報
告し専門家へのアナウンスを行った。平成 29
年 3 月 31 日までの総アクセス数は 54,206PV
で、月平均 2,000 PV のアクセス数である。 
②人材育成・人的ネットワークの構築 
 人的資源の開発として、糖尿病女性・家族
と看護職者のためのセミナーを開催し、企
画・実施ができる看護者を育成し、研究会の



幹事等の役割を担ってもらうことで、支援の
キーステーションとなる看護職者へと繋げ
た。セミナー等の活動の実際をまとめ、学会
に発表できる支援を行い人材育成に繋げた。  
（第 18・19 回日本糖尿病教育・看護学会、
第 30・32 回日本糖尿病妊娠学会、第２回 JCHO
地域医療総合医学会） 
併せて出産体験のある糖尿病女性には、集
いの場を提供し、その後のセミナーでの体験
談の語りや、グループディスカッションで他
の糖尿病女性への心理的支援の役割を担っ
てもらうことで、ピアサポートができる糖尿
病女性の養成を図った。 
 セミナーを全国各地で行うことで、各地
（東北、関東、近畿、四国、九州地区）に支
援の拠点となる人材の確保に繋がった。 
③支援方法の開発：GDM 妊婦ケアの実践力向
上のためのセミナーの開発 
 看護師・助産師が参加する GDM セミナーを 
平成 24 年 10 月に大阪（参加者：看護師 10
名、助産師 20 名）、11 月に東京（参加者：看
護師 18 名、助産師 7名）で開催し、GDM の理
解が深まったとの評価を得た。その内容を更
に実践的な内容とし、平成 27 年 12 月に久留
米で「明日からのケアに活かせる GDM の基礎
知識とインスリン指導」の GDM セミナー（参
加者：助産師 50 名、看護師 9名）を実施し、
セミナー後のアンケートでは参加者全員か
らセミナーは役立つ・少し役立つとの評価を
得た。セミナーへの要望として、食事療法に
ついて、ゆとりをもった時間配分等があり、
その評価をふまえて、平成 28 年 10～平成 29
年 2 月のあいだに、糖尿病看護認定看護師、
助産師、栄養士の他職種連携のもと、「明日
からの GDM 妊婦ケアに活かせる」3 回シリー
ズの GDM セミナーを企画した。（内容：基礎
知識と妊婦の心理、インスリン自己注射と栄
養指導の実際、退院後の GDM 妊婦支援の実際
と 2型糖尿病予防に向けて）（のべ参加者数：
看護師 18 名、助産師 91 名、その他 14 名）
実施後のアンケートに回答した88名のうち、 
80.7％が役立つ、17.0％がまあまあ役立つと
答え、効果を実証できた。 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④患者会のネットワーク、関連学会との連携 
研究から活動までの一連を平成 29 年 9 月
開催の第 22 回日本糖尿病教育・看護学術集
会で教育講演を予定、日本糖尿病・妊娠学会
の学会誌へ活動報告の掲載も決定しており、
研究・活動の周知に繋がっている。患者会組
織である日本 IDDM ネットワークも自身のホ
ームページで、糖尿病と女性のライフサポー
トネットワークについてアナウンスしてい
る。今後も自律した支援ネットワーク活動が
継続するための人的・経済的基盤確保と活動
の客観的な評価を継続する。 
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